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無名の風景にも意志があり、企図があり、 
物語があるという「事実」― 

都市空間そのもののなかに積層された「意図」が織り込まれ、 
あたかも共同の意志のように読める、そうした意志があることを示したい。 

都市空間に内在している構想力を明文化することによって 
都市空間の構成をよりよく理解するだけでなく、 
都市空間を良い方向へ変えていく契機と可能性を 
見いだすことができるのではないか。 

こうした作業は新しい時代における日本の都市計画の基本作業となり、 
都市デザインの拠って立つ指標となると信じるからである。  

（西村幸夫「都市空間の構想力 序説」） 

Angle	

All urban landscapes must have their specific intentions with their own stories, 
even if they seem to be anonymous or random —. 



これまでの都市論・空間論を乗り越え、 
新たな都市デザイン・まちづくりの方法論の確立をめざす 

This studies aim to establish the advanced methodology for urban design and planning. 
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Previous Japanese urban studies




これまでの経緯 

・2006年12月　　　　　　 
　オギュスタン・ベルク氏を招いての本郷まち歩き。 
　→プロジェクトの契機。（成果は連載第１回へ） 

・2007年～2008年　　　　 
　東京をフィールドとした調査と 
　『季刊まちづくり』への連載（全８回）。 
　※同時期の「新宿プロジェクト」（新宿区景観計画策定に向けた調査） 
　　→「あらゆる市街地に景観形成の手がかりが内在している」という 
　　　共通の視点。 

・2008年～2009・2010年   
　連載内容を下地に、出版に向けた全国調査の実施。 
　並行して、コアメンバー(西村教授＋中島直, 野原, 窪田, 阿部, 中島伸, 永瀬)により、 
　本の全体構成の検討。 
　　　　　　　　　　　　　　　→目下、今年度の出版を目指して継続中。 

Process 



『季刊まちづくり』での連載 

都市空間の構想力 
- 空間文化の博物学  東京 - 

13号（2007）～20号（2008） 
全８回 

　　　第１回：序説・本郷 
　　　第２回：地形 
　　　第３,４回：街路 
　　　第５回：対比 
　　　第６回：個と全体 
　　　第７回：情景（人為） 
　　　第８回：情景（自然） 

Serialization on the magazine “Kikan Machizukuri” 
Case studies in Tokyo : 2007-2008  



『季刊まちづくり』での連載 第１回（本郷：森川町、台町・本妙寺跡） 



『季刊まちづくり』での連載 第５回（対比の構図の先にあるもの） 



全国調査を展開 (2008-2010) 
Extension researches in all over the country 

Sapporo Hakodate Kamaishi Ishinomaki 

Niigata Fuji-Yoshida Kanazawa Unno-juku 

Hino (Shiga) Izumo Fukuoka  Ohmi-Hachiman 



今年度の出版を目指し、編集中… 
Now editing for publication in this year 

【目次】 

都市空間の構想力 序説 
第１章　大地に構える 
   1-1.地形が都市を呼び寄せる/1-2.地形を都市に取り込む/1-3.地形が地域を枠づける 

第２章　街路を配する 
   2-1.都市を編み上げる/2-2.街路を場所として設える/2-3.街路を視線の中におく 

第３章　細部に依る 
   3-1.個のうちに全体を込める/3-2.個を都市に開く/3-3.細部に都市を纏う 

第４章　全体を統べる  
   4-1.都市を構造で押さえる/4-2.個から全体を構成する/4-3.背景の仕組みに乗じる 

第５章　ものごとを動かす 
   5-1.空間で行動を誘導する/5-2.舞台を提供する/5-3.過去の遺制を転用する 

第６章　時を刻む 
   6-1.時の輝きを生け捕る/6-2.季節を演出する/6-3.場所の記憶に寄り添う 

第７章　そして、地域を訪ねる 
  本郷 /出雲 /鞆 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2010年3月現在） 

※完成イメージ 


